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五戸町町村合併５０周年－倉石村 との合併１周年－ 記念式典 輝
か
し
い
未
来
へ
向
け
て

三浦正名町長による式辞

町民憲章を唱和する参加者

三村申吾県知事の祝辞を代読する長谷川義彦県出納長

「石沢の駒踊」

「荒町自治会祭り音頭」

三浦俊哉町議会議長のあいさつ

　
五
戸
町
・
川
内
村
・
浅
田

村
合
併
50
周
年
と
五
戸
町
・

倉
石
村
合
併
１
周
年
に
あ
た

っ
て
町
で
は
７
月
24
日
、
町

立
公
民
館
で
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
・
県
・
近

隣
市
町
村
関
係
者
や
歴
代
の

町
特
別
職
・
議
会
議
員
、
功

労
者
や
各
種
委
員
、
自
治
会

長
、
農
事
組
合
長
、
各
種
関
係
団

体
長
ら
約
２
５
０
人
を
招
待
し
、

町
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
…（
前
略
）…
私
た
ち
の
郷
土
五
戸

町
は
昭
和
30
年
７
月
１
日
、
町
村
合

併
促
進
法
の
時
代
の
要
請
と
地
域
先

人
諸
氏
の
強
い
発
展
意
欲
に
よ
り
五

戸
町
・
川
内
村
・
浅
田
村
が
大
同
団

結
し
、
新
た
に
人
口
約
２
万
人
余
の

五
戸
町
と
し
て
誕
生
以
来
、
こ
こ
に

50
年
と
い
う
時
を
刻
ん
で
記
念
す
べ

き
年
を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
合
併
後
昭
和
33
年
６

月
ま
で
の
間
に
野
沢
村
大
字
手
倉
橋

の
区
域
、
豊
崎
村
の
う
ち
字
上
長
下
、

下
長
下
お
よ
び
惣
林
橋
の
区
域
、
八

戸
市
の
豊
崎
村
大
字
豊
間
内
の
区
域

が
本
町
に
編
入
と
な
り
、
…（
中
略
）

…
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
土
台
に

各
分
野
で
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
半
世
紀

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
着
実
な

今
日
の
本
町
の
伸
展
の
裏
に
は
幾
多

の
苦
難
を
乗
り
越
え
た
歴
史
が
あ
り
、

決
し
て
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、
今
で
も
忘

れ
も
し
な
い
昭
和
43
年
５
月
16
日
に

発
生
し
た
十
勝
沖
地
震
で
の
災
害
で

あ
り
ま
す
。
本
町
は
死
者
11
人
、
負

傷
者
21
人
、
被
害
額
24
億
円
余
の
甚

大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　
…（
中
略
）…
町
民
の
限
り
な
い
努

力
と
関
係
者
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り
、

度
重
な
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま

し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
明
る
い
出
来
事
と

し
て
、
昭
和
39
年
八
戸
地
区
新
産
業

都
市
の
指
定
を
受
け
て
以
来
、
41
年

か
ら
地
蔵
平
に
大
規
模
工
場
団
地
を

造
成
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て
企
業
誘

致
を
進
め
、
農
工
併
推
の
町
と
し
て

発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
昭
和
54
年
に
統
合
五
戸

中
学
校
、
55
年
国
道
バ
イ
パ
ス
、
56

年
ひ
ば
り
野
公
園
、
…（
中
略
）…
平

成
12
年
に
は
町
営
住
宅
二
本
柳
団
地

建
替
え
が
そ
れ
ぞ
れ
完
成
す
る
な
ど
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
・
体
育
の
環

境
基
盤
、
農
業
生
産
の
条
件
基
盤
、

都
市
生
活
基
盤
等
の
整
備
充
実
に
大

き
な
伸
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
平
成
７
年
に
完
成
し
た
新

五
戸
総
合
病
院
は
、
救
急
医
療
に
も

対
応
し
て
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
10
年
に
は
五
戸
代
官

所
跡
に
12
万
冊
の
収
蔵
能
力
を
有
す

る
図
書
館
と
復
元
さ
れ
た
代
官
所
が

完
成
、
図
書
館
内
に
は
日
本
初
の
国

産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ 

│ 

11
の
生
み
の
親
と

し
て
知
ら
れ
る
名
誉
町
民
木
村
秀
政

博
士
の
生
い
立
ち
や
功
績
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
経
済
の
変
化

や
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
合
併
後
の

社
会
資
本
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
福

祉
の
充
実
、
教
育
文
化
・
産
業
の
振

興
等
々
を
目
指
し
、
着
実
な
進
展
を

続
け
て
お
り
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に

国
お
よ
び
県
当
局
を
は
じ
め
関
係
各

方
面
の
力
強
い
御
支
援
と
御
協
力
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
郷
土
発

展
の
た
め
に
御
精
励
く
だ
さ
い
ま
し

た
町
議
会
議
員
諸
氏
な
ら
び
に
町
民

各
位
の
熱
烈
な
郷
土
愛
の
賜
と
、
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
日
本
経
済
の
長
引
く
低
迷

に
伴
い
、
国
・
地
方
を
通
じ
行
財
政

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
方

自
治
体
は
、
財
政
の
健
全
性
を
図
り

な
が
ら
、
行
政
需
要
の
質
・
量
と
も

複
雑
多
様
化
に
対
応
し
て
住
民
の
満

足
度
向
上
に
努
め
る
行
政
を
同
時
に

展
開
す
る
た
め
に
は
、
住
民
と
の
協

働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の

優
先
度
・
重
要
度
を
重
視
し
た
選
択

と
集
中
の
視
点
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
五
戸
町
は
、
こ
の
よ
う
な

行
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
か
つ
地
方

分
権
を
基
軸
と
し
た
国
と
地
方
自
治

体
の
あ
り
方
の
大
き
な
改
革
の
流
れ

に
対
応
し
、
自
主
自
立
の
確
固
た
る

財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組

み
、
さ
ら
な
る
本
町
発
展
を
築
き
上

げ
る
た
め
、
昨
年
７
月
１
日
に
倉
石

村
と
の
編
入
合
併
を
行
い
、
よ
り
効

率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
将
来
像
と
す
る

「
み
ん
な
で
創
る
　
活
気
あ
る
ま
ち

ご
の
へ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民

と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
今
後
と
も

本
町
発
展
の
た
め
に
、
引
き
続
き
皆

様
の
御
助
力
と
御
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
意
義
深
い
町
村
合

併
50
周
年
な
ら
び
に
倉
石
村
と
の
合

併
１
周
年
に
当
た
り
、
町
勢
発
展
に

御
尽
力
賜
り
ま
し
た
先
輩
諸
氏
、
御

来
賓
各
位
、
町
民
の
皆
様
に
重
ね
て

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
日
御
臨
席
賜
り
ま

し
た
皆
様
の
御
健
勝
と
御
繁
栄
を
御

祈
念
申
し
上
げ
、
五
戸
町
の
未
来
が

輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
思

い
を
込
め
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
７
月
24
日

五
戸
町
長
　
三
浦
　
正
名
　

　
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
と

う
、
町
民
憲
章
の
唱
和
に
続
き
、

三
浦
正
名
町
長
が
式
辞
、
三
浦
俊

哉
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
村

申
吾
県
知
事
（
代
読
）
お
よ

び
衆
参
議
院
議
員
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
旧
五
戸
町
・
旧

倉
石
村
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
伝
統
芸
能
「
荒
町
自
治
会

祭
り
音
頭
」
と
「
石
沢
の
駒

踊
」
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
披
露
さ
れ
、
式
典
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

　
式
辞（
抜
粋
）
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じ
行
財
政

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
方

自
治
体
は
、
財
政
の
健
全
性
を
図
り

な
が
ら
、
行
政
需
要
の
質
・
量
と
も

複
雑
多
様
化
に
対
応
し
て
住
民
の
満

足
度
向
上
に
努
め
る
行
政
を
同
時
に

展
開
す
る
た
め
に
は
、
住
民
と
の
協

働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の

優
先
度
・
重
要
度
を
重
視
し
た
選
択

と
集
中
の
視
点
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
五
戸
町
は
、
こ
の
よ
う
な

行
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
か
つ
地
方

分
権
を
基
軸
と
し
た
国
と
地
方
自
治

体
の
あ
り
方
の
大
き
な
改
革
の
流
れ

に
対
応
し
、
自
主
自
立
の
確
固
た
る

財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組

み
、
さ
ら
な
る
本
町
発
展
を
築
き
上

げ
る
た
め
、
昨
年
７
月
１
日
に
倉
石

村
と
の
編
入
合
併
を
行
い
、
よ
り
効

率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
行
財

政
改
革
を
推
進
し
、
将
来
像
と
す
る

「
み
ん
な
で
創
る
　
活
気
あ
る
ま
ち

ご
の
へ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
住
民

と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
み
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
今
後
と
も

本
町
発
展
の
た
め
に
、
引
き
続
き
皆

様
の
御
助
力
と
御
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
意
義
深
い
町
村
合

併
50
周
年
な
ら
び
に
倉
石
村
と
の
合

併
１
周
年
に
当
た
り
、
町
勢
発
展
に

御
尽
力
賜
り
ま
し
た
先
輩
諸
氏
、
御

来
賓
各
位
、
町
民
の
皆
様
に
重
ね
て

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
日
御
臨
席
賜
り
ま

し
た
皆
様
の
御
健
勝
と
御
繁
栄
を
御

祈
念
申
し
上
げ
、
五
戸
町
の
未
来
が

輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
思

い
を
込
め
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
７
月
24
日

五
戸
町
長
　
三
浦
　
正
名
　

　
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
と

う
、
町
民
憲
章
の
唱
和
に
続
き
、

三
浦
正
名
町
長
が
式
辞
、
三
浦
俊

哉
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
村

申
吾
県
知
事
（
代
読
）
お
よ

び
衆
参
議
院
議
員
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
旧
五
戸
町
・
旧

倉
石
村
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
伝
統
芸
能
「
荒
町
自
治
会

祭
り
音
頭
」
と
「
石
沢
の
駒

踊
」
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
披
露
さ
れ
、
式
典
に
華

を
添
え
ま
し
た
。

　
式
辞（
抜
粋
）
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五
戸
町
商
工
会
（
北
紀
一
会
長
）

で
は
、
記
念
の
年
を
祝
お
う
と
恒

例
の
「
ビ
ッ
ク
リ
夜
店
」
を
拡
大
、

７
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
っ
て
「
中
心
商
店
街
納

涼
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
24
日
は
、
オ
ー
ト
バ
イ

グ
ル
ー
プ
Ｇ
Ｇ
ラ
イ
ダ
ー
の
約
80

台
に
よ
る
お
祝
い
走
行
を
皮
切
り

に
、
商
店
街
を
歩
行
者
天
国
に
し

て
流
し
踊
り
や
バ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
青
森
銀
行
五
戸
支
店
前
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
北
商
工
会
長
・

三
浦
町
長
ら
に
よ
っ
て
紅
白
の
祝

い
餅
が
ま
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
三
味
線

や
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

町
民
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
25
日
に
は
流
し
ソ
ー
メ

ン
や
見
物
客
を
巻
き
込
ん
で
の
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
輪
踊
り
、
乾
め

ん
を
投
げ
て
飛
距
離
を
競
う
風
流

し
ソ
ー
メ
ン
大
会
、
26
日
に
は
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
27
日
に
は
ち

び
っ
こ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
名
川
町

出
身
の
演
歌
歌
手
琴
け
い
子
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

王将太鼓

紅白祝い餅まき

流し踊り

ハワイアンダンス

流しソーメン

風流しソーメン大会

よさこいソーラン

琴けい子ミニコンサート 三味線大饗宴

ＧＧライダーお祝い走行

ちびっこカラオケ大会

バンドパレード

王将太鼓

紅白祝い餅まき

流し踊り

ハワイアンダンス

流しソーメン

風流しソーメン大会

よさこいソーラン

琴けい子ミニコンサート 三味線大饗宴

ＧＧライダーお祝い走行

ちびっこカラオケ大会

バンドパレード

マグロ解体ショーマグロ解体ショー

中心商店街で
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レ
ッ
ド

ホ
ッ
ト

キ
ャ
ン
プ

　
五
戸
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
７
月
５
日
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で
20

人
の
新
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
20
日
に
招
集
さ
れ
た
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
４
人
が
議
会
推
薦
さ
れ
た
ほ
か
、
し
ん
せ
い
五
戸
農

協
、
八
戸
広
域
農
協
、
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
お
よ
び
中
市
筒
口
土
地

改
良
区
か
ら
各
１
人
ず
つ
の
推
薦
が
決
ま
り
、
計
28
人
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
７
月
30
日
と
31
日
の
２
日
間
、

小
渡
平
公
園
で
「
第
３
回
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
in
倉
石
」
が

開
催
さ
れ
、
ハ
ー
レ
ー
・
ダ
ビ
ッ

ド
ソ
ン
を
中
心
と
す
る
オ
ー
ト
バ

イ
愛
好
者
が
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て

互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
全
国
各
地
か
ら
約
２
０

０
台
が
集
い
、
遠
く
は
鹿
児
島
県

か
ら
来
た
人
も
い
ま
し
た
。
当
日

は
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、

倉
石
牛
や
五
戸
産
り
ん
ご
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
賞
品
を
懸
け
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
の
益
金
は
町

の
福
祉
の
た
め
に
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
五
戸
町
、
階
上
町
、
八
戸
市
南

郷
区
の
郵
便
局
長
夫
人
で
構
成
さ

れ
る
青
森
県
東
部
局
長
夫
人
会
三

戸
北
部
会
（
村
松
な
つ
子
部
会
長
）

で
は
７
月
28
日
、
五
戸
町
大
字
上

市
川
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ス
モ
ス
（
石
田
律
子
管
理
者
）

に
タ
オ
ル
８
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま

し
た
。
同
会
で
は
毎
年
、
管
内
の

福
祉
施
設
に
車
イ
ス
や
タ
オ
ル
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
上
市
川
局
長
夫
人
の

久
保
田
千
佳
子
さ
ん
と
浅
田
局
長

夫
人
の
澤
口
千
惠
子
さ
ん
が
同
施

設
を
訪
れ
、「
利
用
者
の
皆
さ
ん

で
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
目
録

と
タ
オ
ル
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
県
民
参
加
型
県
政
の
一
環
と
し

て
青
森
県
が
主
催
す
る
「
未
来
デ

ザ
イ
ン
県
民
会
議 

│ 

知
事
と
の
わ

い
わ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
７
月

26
日
、
町
立
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
町
村
単
位
で
は
、五

戸
町
が
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
町
長
の
推
薦
を
受
け

た
五
戸
町
民
代
表
と
三
村
申
吾
県

知
事
が
対
談
し
て
、「
少
子
化
問

題
」
や
「
地
域
づ
く
り
」、「
攻
め

の
農
業
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
対
談
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
青
森
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.aom

ori.jp/
kenm

in-koe/new
page1.htm

○
当
選
者
（
議
席
順
）

会
　
長

鳥
谷
部
　
孝
　
雄
（
蛯
　
川
）

会
長
職
務
代
理
者

三
　
浦
　
房
　
雄
（
豊
間
内
）

沼
　
沢
　
勝
　
義
（
沼
　
沢
）

村
　
越
　
良
　
一
（
下
大
町
）

梅
　
津
　
裕
　
一
（
中
　
市
）

足
　
名
　
勝
　
志
（
中
　
市
）

鈴
　
木
　
勝
　
利
（
浅
水
上
）

佐
々
木
　
利
　
夫
（
横
　
倉
）

川
　
h
　
良
　
巳
（
切
谷
内
）

名
久
井
　
忠
　
雄
（
新
　
町
）

竹
　
原
　
　
誠
　
（
太
　
田
）

小
　
村
　
喜
　
幸
（
槍
　
沢
）

中
　
h
　
正
　
男
（
上
市
川
下
）

中
　
里
　
才
　
吉
（
上
市
川
上
）

三
　
浦
　
義
　
平
（
川
原
町
）

勝
　
山
　
　
實
　
（
古
川
代
）

佐
々
木
　
克
　
文
（
菖
蒲
川
）

○
議
会
選
任
委
員

浦
屋
敷
　
節
　
男
（
浦
　
田
）

中
川
原
　
良
　
悦
（
扇
　
田
）

東
海
林
　
康
　
邦
（
ひ
ば
り
野
）

鈴
　
木
　
光
　
明
（
石
　
呑
）

○
し
ん
せ
い
五
戸
農
協
推
薦
委
員

川
　
村
　
義
　
弘
（
蛯
　
川
）

○
八
戸
広
域
農
協
推
薦
委
員

○
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
推
薦
委
員

勝
　
山
　
謙
　
一
（
古
川
代
）

○
中
市
筒
口
土
地
改
良
区
推
薦
委
員

三
　
浦
　
亮
　
一
（
川
原
町
）

新
・
農
業
委
員
決
ま
る

全
国
各
地
か
ら

ハ
ー
レ
ー
が
集
結

！！

全
国
各
地
か
ら

ハ
ー
レ
ー
が
集
結

！！

全
国
各
地
か
ら

ハ
ー
レ
ー
が
集
結

！！

全
国
各
地
か
ら

ハ
ー
レ
ー
が
集
結

！！“遅さ”勝負！ バランス感覚が決め手です

町民と意見を交わす三村知事

―
住
民
の
声
を
県
政
に
―

知
事
と
の
わ
い
わ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

郵
便
局
長
夫
人
が

タ
オ
ル
を
寄
贈

小
保
内
善
右
兵
衛
門
（
切
谷
内
）

a
　
橋
　
富
　
彌
（
志
戸
岸
）

a
　
奥
　
　
榮
　
（
下
大
町
）

川
　
村
　
龍
　
雄
（
浅
水
下
）
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夏
の
夜
空
に
咲
く
大
輪

ご
の
へ
夏
ま
つ
り

よ
う
こ
そ
五
戸
町
へ

姉
妹
都
市
韓
国
沃
川
郡
か
ら
中
学
生
が
来
町

合併記念イベント　屋台村にて 国指定重要文化財「江渡家住宅」を見学

　
こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
と
姉
妹
都

市
を
締
結
し
て
い
る
韓
国
沃
川
（
オ

ク
チ
ョ
ン
）
郡
か
ら
張
宰
栄
（
チ

ャ
ン
・
ジ
ェ
ヨ
ン
）
教
育
課
長
率

い
る
中
学
生
ら
39
人
が
、
五
戸
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
７
月
24
日
に
五
戸
町
に

到
着
し
、
中
心
商
店
街
で
の
合
併

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
見
学
。
屋
台
で

五
戸
町
の
名
物
料
理
を
堪
能
し
た

り
、
町
民
と
記
念
写
真
を
撮
っ
た

り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
25
日
に
は
川
内
中
学
校

（
村
田
昭
二
校
長
）
を
訪
問
。
最

初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
両
国
の
生

徒
た
ち
で
し
た
が
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
一
緒
に
楽
し
み
、
言

葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
気
持
ち
が

通
い
合
え
た
よ
う
で
し
た
。
帰
り

際
に
は
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
住
所

や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
交
換
す
る

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
十
和
田
湖
や
三
沢
航

空
科
学
館
、
浅
虫
水
族
館
な
ど
を

見
学
し
た
一
行
は
７
月
28
日
、
再

会
を
約
束
し
て
祖
国
へ
と
帰
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
と
７
日
の
両
日
、
ひ

ば
り
野
公
園
で
「
ご
の
へ
夏
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
場
で
は
２
日
間
に
わ

た
っ
て
「
み
ち
の
く
少
年
サ
ッ
カ

ー
大
会
」
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
集
結
し
た
24
チ
ー
ム
３
７
０
人

の
子
ど
も
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
日
は
芝
生
広
場
に
馬

肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
バ

ン
ド
演
奏
な
ど
も
催
さ
れ
、
大
勢

の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
ハ
ー
レ
ー
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
試
乗
会
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
・

カ
ス
タ
ム
カ
ー
展
示
会
も
行
わ
れ

親
子
連
れ
に
人
気
を
博

し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
30
分
か
ら

は
、
満
を
持
し
て
の
花

火
大
会
。
夜
空
を
光
と

音
が
彩
る
た
び
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
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長
年
、
人
権
擁
護
委
員
を
務
め

て
き
た
原
冨
美
子
さ
ん
が
こ
の
た

び
退
任
し
、
７
月
１
日
付
け
で
原

博
さ
ん
が
新
た
に
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権
擁

護
委
員
は
戸
籍
・
登
記
・
金
銭
問

題
な
ど
人
権
に
関
す
る
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。
秘
密
を
守
り
、問

題
解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。
口

頭
・
電
話
・
手
紙
な
ど
に
よ
り
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

料
は
無
料
で
す
。

法務大臣からの感謝状を
受け取る原冨美子さん　

原　　　博

(五戸町大字上市川字上市川30 )‡６８－２０８４

新・人権擁護委員 人
権
擁
護
委
員
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

非
常
勤

新
井
田
修
久

医
師
名

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

副
院
長

愛
川
　
俊
信

科
　
長

矢
田
部
宏
一

副
医
長

田
口
　
　
順

科
　
長

對
馬
　
清
人

副
医
長

東
山
　
明
弘

非
常
勤

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

非
常
勤

蝦
名
　
宣
男

院
　
長

渡
部
　
秀
一

医
療
局
長

原
田
　
昭
彦

副
医
長

佐
々
木
宏
之

非
常
勤

井
戸
川
敏
彦

副
院
長

笹
野
　
拓
也

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

科
　
長

（
弘
前
大
学
）

非
常
勤

深
瀬
　
栄
一

科
　
長

藤
原
　
貴
光

非
常
勤

南
場
　
淳
司

非
常
勤

非
常
勤

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

丸
屋
信
一
郎

（
東
北
大
学
）

職
　
名

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
１
・
２
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
９
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

100

　予防接種法の一部改正に伴い、平成18年４月１日から麻しんおよび風しんの接種対象年齢が

変更されます。まだ接種をしていない対象幼児は、町民カレンダーの予防接種日程表を確認して

接種してください。

　なお、平成18年度からは生後24か月を超える幼児は接種できなくなりますので注意してくだ

さい。

○対象者

　生後12か月～90か月の未接種者

○日　程

　町民カレンダーの予防接種日程表のとおり

○問い合わせ・申し込み先

　役場保健衛生課　‡６２ － ７９５８

麻しんおよび風しんの予防接種のお知らせ

〈対象年齢〉

第１期　
生後１２か月～２４か月

第２期　
５歳以上～７歳未満
※麻しん風しん混合ワクチンで
　２回接種になります。

麻
し
ん
お
よ
び
風
し
ん

〈対象年齢〉

生後１２か月～９０か月

※それぞれ１回接種

種類
区分 改正後（Ｈ１８.４.１～） 改正前（現行）

〈主な改正点〉



i

10月１日から医療費の助成制度が変わります

 重度心身障がい者の方
＜改正内容＞

　平成１７年１０月１日から低所得者（住民税非課税世帯）を除き、老人保健法の一部負担（１割負担、
上限月額：外来１２，０００円、入院４０，２００円）を負担していただくことになりました。
　また、今までの支給制限に加えて、国民健康保険適用世帯で基礎控除後の所得金額を合算した額が
６７０万円を越える方、および６５歳以上の住民税課税世帯の方は対象者から除かれます。

受給者の医療費の負担は次のとおりです。

＜医療機関窓口における支払い＞
（１）社会保険および老人保健適用者は、償還払いとなるため、医療保険の自己負担金額分を支払うこと

になります。（現行どおり）
（２）国民健康保険適用者は、重度心身障がい者医療費受給者証の「一部負担金の割合」欄が
　①空欄の場合は、医療機関窓口において支払いはありません。（現行どおり）
　②「１割」と記載されている場合は、窓口で１割（入院の場合のみ上限を４０，２００円まで）支払
うことになります。

＜助成方法＞

受給者の医療費の助成方法は次のとおりです。

＊国民健康保険適用者で住民税課税世帯の窓口払い分については、償還払いの対象になります。

＜対　象　者＞
・身体障がい者手帳１級、２級または３級（３級に該当する方にあっては、心臓・じん臓・呼吸器・ぼう
こう・直腸・小腸の機能の障がいを有するものに限る。）の交付を受けている方

・青森県愛護手帳Ａの交付を受けている方
・精神障がい者保健福祉手帳１級の交付を受けている方
＊ただし、平成１６年１０月１日以降に６５歳以上で新たに重度心身障がい者となった方は、助成対象外
です。

 ひとり親家庭等の方

○入院時食事療養費標準負担額が、助成の対象外となります。

入院時食事療養費標準負担額については、平成１７年９月診療分まで助成の対象とし、平成１７年
１０月診療分からは助成の対象外とします。

問い合わせ先　役場福祉課　ＴＥＬ ６２－２１１１　内線２５３

重度心身障がい者・ひとり親家庭等の方へ重度心身障がい者・ひとり親家庭等の方へ

社 会 保 険 ・ 老 人 保 健 適 用 者 償　　　　還　　　　払　　　い

国民健康保険適用者

住 民 税 課 税 世 帯

窓　口　払　い　な　し

１割払い（２割現物給付）

現 物 給 付低 所 得 者
（住民税非課税世帯）

区 　 　 　 　 　 分

住　民　税　課　税　世　帯�

低所得者（住民税非課税世帯）

６ ５ 歳 未 満 ６ ５ 歳 以 上

１ 　 　 　 割�

自　　己　　負　　担　　な　　し

助 成 の 対 象 外



o

石綿を取り扱う作業に従事していた方は
健康診断を受けましょう

　石綿による健康被害が多発しており、今後も増加することが懸念されています。
　下記の作業に従事していた方は、石綿にばく露している可能性がありますので、最寄りの医療機関に
相談の上、胸部レントゲン検査などによる健康診断を受診するようにしてください。
（受診の際、過去に石綿にかかわる作業を行っていた旨を医師にお伝えください。）

　石綿にばく露した方が喫煙をした場合、肺がんによって死亡するリスクが５０倍以上になるといわれて
います。

　健康診断の結果、胸部レントゲン検査で一定の症状がある場合などは、最寄りの労働局に申請すれば、
健康管理手帳の交付を受け、無料で定期的に健康診断を受けることができます。
　また、石綿肺・肺がん・中皮腫などを発症した場合には、石綿にばく露したことが原因であると認めら
れれば、労災補償を受けることができます。

①石綿鉱山またはその附属施設での石綿を含有する鉱石・岩石の採掘・搬出・粉砕その他石綿の精製
に関連する作業

②倉庫内などにおける石綿原料などの袋詰めや運搬作業

③以下の石綿製品の製造工程における作業
　・石綿糸・石綿布などの石綿紡績製品
　・石綿セメントまたは石綿スレート・石綿高圧管・石綿円筒などのセメント製品
　・ボイラーの被覆・船舶用隔壁のライニング・内燃機関のジョイントシーリング・ガスケット

（パッキング）などに用いられる耐熱性石綿製品
　・自動車・捲揚機のブレーキライニングなどの耐摩耗性石綿製品
　・電気絶縁性・保温性・耐酸性などの性質を有する石綿紙・石綿フェルトなどの石綿製品または

電解隔膜・タイル・プラスターなどの充填剤・塗料などの石綿を含有する製品

④石綿の吹き付け作業

⑤耐熱性の石綿製品を用いて行う断熱・保温のための被覆またはその補修作業

⑥石綿製品の切断などの加工作業

⑦石綿製品が被覆材・建材として用いられている建物やその附属施設などの補修・解体作業

⑧石綿製品が用いられている船舶・車両の補修・解体作業

⑨石綿を不純物として含有する鉱物【タルク（滑石）・バーミキュライト（蛭石）・繊維状ブルサイト
（水滑石）】などの取り扱い作業

⑩上記①～⑨の作業の周辺などで間接的なばく露を受ける可能性のある作業

タバコを吸わないようにしましょう

健康管理手帳制度や労災補償制度があります

●健康管理手帳・健康診断・労災補償についての問い合わせは・・・
　青森労働局　TEL０１７ － ７３４ － ４１１１　八戸労働基準監督署　TEL ４６－ ３３１１

●石綿による健康への影響や治療方法についての相談は・・・
　（独）労働者健康福祉機構の
　　　青森産業保健推進センター　TEL０１７ － ７３１ － ３６６１
　　　青　森　労　災　病　院　TEL 　　　　　３３ － １５５１
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〈
川
柳
〉

言
い
訳
は
止
そ
う
と
思
う
桜
桃
忌

人
間
味
失
せ
て
心
に
隙
間
風

感
動
を
求
め
自
然
に
触
れ
て
み
る

農
を
継
ぐ
子
も
な
く
老
い
の
重
い
鍬

明
日
が
あ
る
か
ら
夕
焼
け
が
美
し
い

生
涯
の
仲
間
づ
く
り
に
軽
い
足

善
人
を
演
じ
つ
づ
け
る
肩
の
凝
り

職
退
い
た
目
覚
め
体
が
知
っ
て
い
る

言
葉
数
重
ね
る
ほ
ど
に
嘘
が
見
え

竹
の
子
の
よ
う
に
育
て
と
親
の
愛

生
か
さ
れ
て
幸
せ
感
謝
掌
を
合
わ
せ

恐
れ
な
い
自
信
は
助
言
な
ど
聞
か
ず

も
う
一
度
咲
か
せ
る
夢
を
取
っ
て
置
く

確
実
に
老
い
を
進
め
る
暦
剥
ぐ　

ボ
キ
パ
キ
と
骨
を
組
み
立
て
な
が
ら
起
き　

憤
り
何
に
向
け
よ
う
自
爆
テ
ロ

恵
　
　
　
女
　（
川
原
町
）

か
　
　
　
く
　（
天
満
後
）

友
　
　
　
子
　（
下
モ
沢
向
）

芳
　
　
　
実
　（
中
道
十
文
字
）

幸
　
　
　
子
　（
ひ
ば
り
野
）

マ
　
サ
　
子
　（
豊
間
内
）

實
　
　
　（
新
蔵
長
根
）

禮
　
　
　
子
　（
地
蔵
平
）

英
　
　
　
子
　（
愛
宕
下
）

花
　
　
　
絵
　（
新
　
丁
）

丸
　
　
　
子
　（
竹
　
原
）

さ
　
ざ
　
え
　（
大
学
沢
）

綾
　
　
　
子
　（
川
原
町
）

雪
　
　
　
魚
　（
川
原
町
）

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）

〈
俳
句
〉

亡
き
父
の
ひ
び
き
笛
の
音
夏
ま
つ
り

夏
け
は
い
さ
え
ず
り
わ
た
る
神
明
宮

原
爆
忌
鐘
の
響
に
手
を
合
せ

〈
短
歌
〉

腰
痛
に
眠
り
も
浅
き
夜
の
明
け
に

雷
遥
か
と
ど
ろ
き
て
止
む　
　
　

今
も
な
お
わ
れ
ら
が
リ
ー
ダ
ー
な
つ
か
し
く

墓
前
に
つ
ど
い
あ
り
し
日
し
の
ぶ

道
端
で
ひ
そ
ひ
そ
話
や
盆
の
入
り

傘
も
さ
さ
ず
に
雨
に
濡
れ
な
が
ら

夏
の
夜
の
一
番
煌
め
く
星
に
見
る

好
友
は
今
も
い
る
こ
こ
ろ
の
な
か
に

次
ぎ
の
世
は
幸
多
か
れ
と
祈
り
つ
ゝ

先
立
ち
し
忰
に
線
香
を
上
ぐ　

飼
犬
の
吾
に
な
つ
け
ば
吾
も
ま
た

か
わ
い
さ
募
り
ま
た
も
頬
ず
り

忘
れ
ま
い
防
空
頭
巾
救
急
袋

国
民
学
校
初
等
科
三
年
の
夏

佐
々
木
は
る
の    

（
上
市
川
中
区
）

小
　
毛
　
毬  

市
川
中
区
）

沢
向
　
匿
名
　（
沢
　
向
）

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

せ

ん

ぱ

い

と

も

さ
ち

愛犬家の皆様へ愛犬家の皆様へ

　犬のフンは飼い主の方が責任を持って片付け
てください。犬の放し飼いもやめてください。
町民からの苦情が増えています。快適で住みよ
い環境づくりにご協力ください。
問い合わせ先
　役 場 保 健 衛 生 課　TEL ６２－７９５８

―検針業務にご協力ください―
　安全に検針するため、メーターの位置から離れ
た場所に犬を繋いでいただきますようお願いします。
また、鎖の長さやゆるみなどの確認もお願いします。
問い合わせ先
　東北電力㈱八戸営業所料金課　TEL ４３－５６２４

こ
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精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

自

衛

官

募

集

●
募
集
戸
数

１
二
本
柳
住
宅
　
　
　
　
　
２
戸

２
コ
ス
モ
ス
住
宅
　
　
　
　
１
戸

３
コ
ス
モ
ス
単
独
住
宅
　
　
２
戸

※
規
格
＝
１
２
は
３
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
３
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
募
集
住
宅
最
低
家
賃

二
本
柳
①
　
２
１
、９
０
０
円

二
本
柳
②
　
２
２
、２
０
０
円

コ
ス
モ
ス
　
１
７
、０
０
０
円

単
独
住
宅
①
３
０
、０
０
０
円

単
独
住
宅
②
３
２
、０
０
０
円

※
二
本
柳
・
コ
ス
モ
ス
は
所
得
に

よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
締
切

　
平
成
17
年
９
月
９
日
（
金
）

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
と
添
付
書
類
を
倉
石
分

庁
舎
１
階
の
建
設
課
窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
日
午

前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
）

※
申
込
書
は
役
場
住
民
課
・
建
設

課（
倉
石
分
庁
舎
）・
川
内
支
所
・

浅
田
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

①
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

②
控
除
後
の
収
入
月
額
が
20
万
円

を
超
え
な
い
こ
と
（
同
居
す
る

家
族
全
員
の
収
入
が
対
象
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
④
市
町
村
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

※
た
だ
し
、
単
独
住
宅
に
②
は
適

用
し
な
い
。

●
選
考
方
法

住
宅
困
窮
の
度
合
の
高
い
順
に

入
居
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
４
３

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

○
受
験
資
格

21
歳
未
満
の
高
卒
者
（
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
。）

○
第
１
次
試
験
日

平
成
17
年
11
月
12
日（
土
）

　
　
　
　
11
月
13
日（
日
）

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

○
受
験
資
格

21
歳
未
満
の
高
卒
者
（
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
。）

○
第
１
次
試
験
日

平
成
17
年
11
月
５
日（
土
）

　
　
　
　
11
月
６
日（
日
）

●
看
護
学
生

○
受
験
資
格

24
歳
未
満
の
高
卒
者
（
卒
業
見

込
み
の
者
を
含
む
。）

○
第
１
次
試
験
日

平
成
17
年
10
月
16
日（
日
）

●
受
付
期
間

平
成
17
年
９
月
９
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
９
月
30
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み

・
自
衛
隊
八
戸
募
集
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
９
７
１

福
田
　
　
馨
℡
62 

│ 

２
４
１
９

中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

久
保
　
富
弥
℡
77 

│ 

２
５
８
７

●
日
　
時

・
基
礎
コ
ー
ス

　
平
成
17
年
10
月
19
日（
水
）か
ら

　
10
月
21
日（
金
）ま
で
の
３
日
間

・
実
践
コ
ー
ス
（
講
義
）

　
平
成
17
年
11
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
　
11
月
17
日（
木
）

・
実
践
コ
ー
ス
（
施
設
実
習
）

平
成
17
年
11
月
８
日（
火
）か
ら

11
月
15
日（
火
）の
う
ち
平
日

２
日
間

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

●
場
　
所

八
戸
保
健
所
、
精
神
障
が
い
者

社
会
復
帰
施
設

●
対
　
象

精
神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
（
定
員
40
人
）

※
実
践
コ
ー
ス
は
基
礎
コ
ー
ス
終

了
者
が
対
象
で
す
。

●
受
講
料

　
無
料

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
17
年
10
月
７
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み

　
八
戸
保
健
所
　
保
健
予
防
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

　
９
月
２
日
（
金
）
は
お
祭

り
の
た
め
午
後
５
時
閉
館
と

な
り
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館

　
℡
61 
│ 

１
０
４
０

町
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

（　）（　）（　）

（　）（　）
（　）



９月１０日は「下水道の日」
□□  下水道　いつか私に　もどる水  □□
下水道施設一般公開！！
●と　き　９月８日（木）～１２日（月）  ９：００～１６：００
●ところ　馬淵川浄化センター
　　　　　八戸市大字河原木字蓮沼１－２１
　　　　　（八太郎トンネル　フェリー側出口左）
★入場無料。ご来場の皆様には、ささやかな
　記念品を用意しています。
●問い合わせ先

（財）青森県建設技術センター  馬淵川浄化センター
℡２９－１６５２（代表）

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
で

は
、
８
月
29
日
か
ら
不
動
産
、
商

業
・
法
人
登
記
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
登
記
の
申
請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

○
登
記
事
項
証
明
書
の
送
付
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
請
求
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。（
郵
送
に

よ
り
交
付
）

○
従
来
の
書
面
に
よ
る
登
記
申
請

も
引
き
続
き
可
能
で
す
。

○
不
動
産
登
記

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す
る
場
合

は
、
登
記
申
請
情
報
お
よ
び
添

付
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
送
信
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
従
来
の
登
記
済
証
（
権
利
証
）

の
交
付
に
代
わ
り
登
記
識
別
情

報
の
通
知
お
よ
び
登
記
完
了
証

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
現
在
登
記
名
義
人

が
持
っ
て
い
る
登
記
済
証
（
権

利
証
）
は
、
初
回
の
書
面
申
請

に
お
い
て
、
添
付
書
面
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
八
戸
支
局
管
轄
の
一
筆
の
土
地

ま
た
は
一
個
の
建
物
ご
と
に
不

動
産
番
号
が
付
さ
れ
ま
す
。

○
商
業
・
法
人
登
記

・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
場
合
は
、

登
記
申
請
書
情
報
お
よ
び
添
付

書
面
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
送
信
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
添
付
書
面

情
報
に
つ
い
て
は
、
書
面
を
提

出
ま
た
は
送
付
も
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://shinsei.m
oj.go.jp

　
今
年
４
月
に
鹿
児
島
市
の
地
下

壕
で
中
学
生
４
人
が
亡
く
な
る
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
本
県
で
は
平
成
13
年
度
の
調
査

で
23
か
所
の
地
下
壕
の
存
在
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
市

の
事
故
は
未
確
認
の
地
下
壕
で
発

生
し
て
お
り
、
県
内
に
お
い
て
も

未
確
認
の
地
下
壕
の
存
在
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
殊
地
下
壕

（
防
空
壕
）
の
実
態
把
握
の
た
め

に
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。
地
域

の
情
報
に
詳
し
い
皆
様
か
ら
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
の
届
出
期
限

　
平
成
17
年
９
月
15
日
（
木
）

●
情
報
の
届
出
先

　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
４
２

　
大
字
上
市
川
字
池
ノ
堂
向
28

　
　
　
田
　
　
　
　
１
０
０
７
㎡

　
　
同
　
所
　
　
　
31 

│ 

１

　
　
　
田
　
　
　
　
４
２
５
６
㎡

　
大
字
上
市
川
字
御
兵
糧
33 

│ 

１

　
　
　
田
　
　
　
　
１
１
８
０
㎡

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
17
年
９
月
21
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２

　
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
そ
の
土
地
の
上
に
住
宅
を

新
築
、
ま
た
は
土
地
を
取
得
し
た

日
か
ら
１
年
以
内
に
そ
の
土
地
の

上
に
あ
る
自
分
で
住
む
た
め
の
建

売
住
宅
・
中
古
住
宅
を
取
得
し
た

場
合
な
ど
に
は
、
土
地
の
不
動
産

取
得
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
土
地
の
税
額
の
１
／
４
が
軽
減

（
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
の

土
地
の
取
得
に
限
る
。
）

○
前
記
の
ほ
か
、
住
宅
が
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
最
低

４
万
５
千
円
が
軽
減

　
な
お
、
平
成
14
年
４
月
１
日
以

降
に
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、

土
地
と
住
宅
の
取
得
者
が
異
な
る

場
合
で
も
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
中
古
住
宅
を
除
く
。）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
０
９

!2

県 税だ
よ
り

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度
に
つ
い
て

農
地
の
買
受
人
募
集

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
左
記
に
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
試
験
日
時

　
平
成
17
年
11
月
11
日
（
金
）

　
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分

●
試
験
会
場
（
八
戸
会
場
）

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
別
館

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
　
芙
蓉
の
間

●
受
験
申
込
書
類
の
提
出
先

平
成
17
年
９
月
13
日（
火
）か
ら

10
月
４
日（
火
）ま
で
に
受
験
料

５
、０
０
０
円
を
添
え
て
役
場

上
下
水
道
課（
分
庁
舎
）へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

●
合
格
発
表

平
成
17
年
11
月
30
日
（
水
）

午
前
９
時

役
場
上
下
水
道
課
内

※
合
格
者
に
は
、
合
格
通
知
書
が

県
支
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
市
上
下
水
道
部
総
務
課
内

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
２
０
１

・
役
場
上
下
水
道
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
５
１

特
殊
地
下
壕
（
防
空
壕
）
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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9月の
行事予定
9月の
行事予定

9月の
相 　 談
9月の
相 　 談

衆 議 院 議 員 総 選 挙

町 民 歩 こ う 会
参 加 者 募 集 ！

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■２日（金）～４日（日）

　五戸まつり

■１１日（日）衆議院議員総選挙投票日

■２５日（日）第３７回五戸町民運動会

　８：５０～　ひばり野公園

■３０日（金）戦没者追悼式

　１１：００～　町立公民館

相談は無料です

■１３日（火）行政相談
　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■２７日（火）行政相談
　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日
　みんなの保健室（健康相談）
　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談
　日程は相談者と調整
　℡０１７－７３４－９２３５

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

早め点灯運動　９月の点灯目安時刻…１６：３０

あなたの土地は
大丈夫ですか！

　私有地への不法投棄が増
えています。道路から少し
入った所に捨てられるケー
スが多くなっていますので、
注意してください。
●問い合わせ先
　役場保健衛生課  ℡６２－７９５８

町 民 歩 こ う 会
参 加 者 募 集 ！

○と　き　１０月１６日（日）
○ところ　薬研渓流（むつ市大畑町）
○受付期間
　９月２６日（月）～９月３０日（金）
○問い合わせ・申し込み先

教育委員会社会教育課
℡６２－２１１１　内線５２５

終

戦

当

時

の

引
揚
者
の
方
々
へ

　
税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出

は
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
方
で

も
結
構
で
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
地
の

税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券

な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
り
返

さ
れ
た
も
の

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
税
関
支
署

　
℡
33 

│ 

０
４
２
３

●
日
　
　
時

　
平
成
17
年
９
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　
９
月
15
日
（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

●
場
　
　
所

　
五
戸
町
大
字
扇
田
字
長
下
タ
２

　
県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

●
開
催
行
事

・
果
樹
試
験
ほ
場
案
内
、
試
験
成

果
の
展
示

・
果
樹
栽
培
相
談
所
の
開
設

・
く
だ
も
の
試
食
コ
ー
ナ
ー

・
場
内
生
産
物
の
販
売
　
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

　
℡
62 

│ 

４
１
１
１

●
と
　
　
き

　
平
成
17
年
９
月
16
日
（
金
）

　
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

●
と

こ

ろ

　
町
立
公
民
館
（
小
ホ
ー
ル
）

●
講
　
　
師
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
も
り
い
の
ち

の
電
話
　
代
表  

石
川
敞
一  

氏

●
対
　
　
象

介
護
支
援
専
門
員
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
・
民
生
委
員
・
保

健
協
力
員
、
そ
の
他
心
の
問
題

に
関
心
の
あ
る
方

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
17
年
９
月
９
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

役
場
福
祉
課
　
基
幹
型
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
４

県
南
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

参
観
デ
ー
開
催

「
心
の
健
康
づ
く
り
」

講
演
会
開
催

平成１７年９月１１日（日）午前７時～午後８時

期間　平成１７年８月３１日（水）～９月１０日（土）

時間　午前８時３０分～午後８時

場所　五戸町役場本庁舎　２階　庁議室

衆 議 院 議 員 総 選 挙

期日前
投　票

投票日

秋の全国交通安全運動
９月２１日（水）～９月３０日（金）

　運動の重点

　　１．高齢者の交通事故防止
　　２．夕暮れ時の歩行中と自転車乗用中の交通事故防止
　　３．シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
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「
お
ら
ほ
の
大
相
撲

　
　
　

　

南
部
山
耕
四
郎
」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２５３人　（＋４）

　女　１０,９９１人　（－16）

総人口２１,２４４人　（－12）

世帯数１６,９０３世帯（＋５）

平成17年８月１日現在

９ 月 の 納 期 

納
期
限
９
月
30
日

 

固
定
資
産
税  

第
３
期

 

国
民
健
康
保
険
税  

第
２
期

 

介
護
保
険
料  

第
２
期

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

東
北
三
吉
工
業
㈱
（
田
沢
英

治
代
表
取
締
役
）か
ら
30
万
円

■
福
祉
の
た
め
に

　
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
モ
ー
タ
ー
サ

イ
ク
ル
ク
ラ
ブ
（
戸
草
内
勇

一
代
表
）
か
ら
５
万
円

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

十両まで進んだ南部山耕四郎

青年時代の耕四郎

し

こ

な

さ
な  

だね
ん  

ざ

ひ
ら
か
た

レ
ッ
ド
　
　  

ホ
ッ
ト

は
し

　
久
保
田
耕
四
郎
は
耕
三
・
し
は

の
四
男
と
し
て
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
年
）
八
月
二
十
九
日
、

切
谷
内
字
高
田
川
原
二
十
五
番
地

五
号
で
生
ま
れ
た
。

　
耕
四
郎
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

力
が
ず
ば
抜
け
て
強
く
、
切
谷
内

小
学
校
で
は
勉
強
が
進
ま
な
く
て

も
喧
嘩
な
ら
負
け
な
か
っ
た
と
い

う
少
年
だ
っ
た
。
大
正
二
年
三
月
、

次
の
十
九
人
と
卒
業
し
て
い
る
。

新
井
山
富
士
松
　
田
中
　
松
次
郎

大
久
保
房
太
郎
　
川
崎
　
銀
之
助

久
保
田
耕
四
郎
　
平
井
　
勇
次
郎

大
久
保
金
之
助
　
類
家
　
多
三
郎

新
井
山
　
与
助
　
田
中
　
仁
太
郎

佐
々
木
　
い
よ
　
田
中
　
福
次
郎

佐
々
木
　
孫
助
　
川
崎
　
　
つ
や

佐
々
木
　
助
惣
　
豊
川
　
　
嘉
吉

大
久
保
　
ふ
さ
　
大
山
　
　
一
郎

佐
々
木
　
ふ
さ

　
卒
業
後
、
古
間
木
駅
（
現
三
沢

駅
）
で
荷
役
人
夫
を
し
て
い
た
が
、

あ
る
日
、
同
僚
と
喧
嘩
に
な
っ
て

五
、
六
人
を
相
手
に
春
木
（
＝
薪
）

を
取
っ
て
は
投
げ
、
誰
一
人
近
寄

る
者
も
な
か
っ
た
。

　
そ
の
時
、
兎
内
か
ら
行
っ
て
い

る
若
者
が
「
逃
げ
ろ
。
こ
こ
に
い

る
と
殺
さ
れ
る
ぞ
。
」
と
言
っ
た

の
で
逃
げ
て
い
っ
た
の
が
、
そ
の

ま
ま
東
京
の
大
相
撲
に
行
っ
た
、

と
本
家
の
久
保
田
陸
郎
が
語
っ
て

い
た
。

　
耕
四
郎
の
妹
に
が
に
よ
る
と
、

青
森
郵
船
に
も
い
た
が
、
函
館
の

艀
け
人
夫
を
し
て
い
た
時
、
大
相

撲
の
興
行
が
あ
っ
て
そ
の
ま
ま
相

撲
に
つ
い
て
行
っ
た
。
大
正
九
年

十
二
月
に
は
東
京
相
撲
に
入
っ
た

が
、背
が
低
か
っ
た
の
で
翌
十
年

一
月
に
は
大
阪
相
撲
に
移
っ
て
い

る
。

　
最
初
の
四
股
名
は
真
田
川
と
い

っ
た
が
、
後
で
改
名
し
て
南
部
山

耕
四
郎
と
名
乗
り
、
十
両
ま
で
進

ん
だ
。
「
十
両
に
な
っ
た
時
は
嬉

し
か
っ
た
。
」
と
晩
年
に
な
っ
て

か
ら
、
十
両
時
代
を
懐
か
し
ん
で

い
た
。
引
退
し
た
の
は
捻
挫
の
た

め
と
も
、
大
阪
相
撲
が
東
京
相
撲

と
合
併
し
た
時
と
も
聞
い
て
い
る
。

　
耕
一
の
妻
は
る
は
、
耕
四
郎
を

「
相
撲
オ
ン
ジ
、
相
撲
オ
ン
ジ
」

と
呼
ん
で
い
た
。

　
耕
四

郎
の
耳

は
両
方

と
も
つ

ぶ
れ
て

な
か
っ

た
。
相

撲
の
稽

古
は
ど

ん
な
に

厳
し
い
か
を
物
語
る
証
し
で
あ
る

よ
う
だ
。

　
切
谷
内
小
学
校
の
小
使
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
い
う
こ
と
を
聞

か
な
い
児
童
は
た
た
い
た
こ
と
も

あ
る
元
気
者
だ
っ
た
が
「
相
撲
に

行
っ
て
か
ら
、
が
ら
り
と
人
柄
が

変
わ
っ
て
立
派
な
人
に
な
っ
た
。」

と
語
る
村
民
も
あ
っ
た
。

　
耕
四
郎
は
相
撲
を
や
め
て
大
阪

港
区
の
東
神
倉
庫
に
勤
め
て
い
た

が
、
戦
後
は
京
都
に
移
り
、
伏
見

倉
庫
に
勤
め
た
。
老
後
は
大
阪
府

枚
方
市
に
住
み
、
酒
ば
か
り
飲
ん

で
い
た
の
で
肝
硬
変
症
に
か
か
り
、

大
阪
市
の
阪
和
病
院
で
昭
和
五
十

年
九
月
十
日
、
七
十
五
歳
で
死
亡
。

菖
蒲
川
共
同
墓
地
に
眠
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
八
月
十
八
日
、

切
谷
内
小
学
校
の
相
撲
場
が
落
成

し
た
時
、
久
保
田
義
美
さ
ん
が
お

払
い
を
頼
ま
れ
、
そ
の
時
の
こ
と

が
東
奥
日
報
・
デ
ー
リ
ー
東
北
両

紙
で
報
道
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
「
切
小
だ
よ
り
」
九
月

号
、
「
広
報
五
戸
」
十
月
号
で
も

「
切
谷
内
小
の
卒
業
生
で
十
両
ま

で
進
ん
だ
南
部
山
耕
四
郎
と
い
う

力
士
を
生
ん
だ
土
地
柄
で
も
あ
る
」

と
世
間
に
紹
介
さ
れ
た
。
死
亡
後

五
年
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一


